
 

 

発行元：千葉県循環器病センター 〒290-0512 千葉県市原市鶴舞575 TEL.0436(88)3111(代表) FAX.0436(88)3032 

URL http://www.pref.chiba.lg.jp/junkan  

          
 ○ 良質で模範的な医療の提供を目指します。 

 ○ 温かさ・思いやりの心で県民の皆様がいつでも安心して受診できる施設を目指します。 

 ○ 常に高度で先進的な医療を提供するため、職員一人ひとりが技術研鑽に努めます。 

 ○ 近隣の病院・診療所と密接な連携をはかり、地域全体の医療の向上を目指します。 

 ○ 透明性の有る医療を目指し、インフォームドコンセント（十分な説明・同意）に努めます。 

第３４号 ２０１６年３月 

循環器病センター５つの運営指標 
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  千葉県循環器病センターのこれまでと将来展望 

       

                     病院長 小野 純一 

 

  2016年3月をもちまして定年退職いたします。まずはこれまでのご

厚情とご支援に深謝申し上げます。 

 さて，センターは1998年2月1日に旧県立鶴舞病院を継承する形で開

院しました。センターの診療科は循環器系（循環器内科，心臓血管外

科，神経内科，脳神経外科）と一般系（内科，外科，小児科，整形外

科，眼科，耳鼻咽喉科，皮膚科，麻酔科，歯口科）に二分され，両方の機能が求められていま

す。開院当初は医師がそれなりに配置され，幅広い診療が可能でしたが，2004年に医師の新臨

床研修制度が開始されてからは，常勤医師数とくに一般内科，整形外科，眼科が減少して最終

的にはゼロとなり，現在はパート医師で診療を継続しています。また耳鼻咽喉科，歯口科も一

時的には常勤医が不在となりました。これらの問題を解決するために，近隣の公的病院と外来

レベルでの医師の交流（足りない診療科の補完）を始め，このシステムが現在でも続いていま

す。また診療科毎の入院患者数が偏在したため，病棟の再編（循環器系病棟：3→4病棟）も行

いました。2014年には旧県立東金病院の機能移転（事実上の合併）があり，それまでセンター

にはなかった代謝内科，腎臓内科・人工透析が加わって，循環器疾患をより総合的に診療でき

る体制が構築され，現在に至っています。また2016年2月からは，最新の心臓カテーテル治療

（経皮的大動脈弁置換術：TAVI）が開始されたことは大変喜ばしいことです。 

 房総半島の医療は一部の総合病院を除いては，医師不足で大変厳しい状況が続いています。

とくに救急医療の分野では1つの2次医療圏内で完結することが難しく，複数医療圏での整備が

必要です。2013年に心血管疾患，脳神経疾患に関して，君津中央病院と補完するシステムを構

築し，現在でもそれなりに機能していると評価しています。 

 以上のように，診療に関しては種々の工夫，他の医療機関のご協力等で何とか継続できてい

ますが，センター自体の施設整備はいまだ十分ではありません。この点については，後進に託

して筆を置くことにします。 

末筆ながらセンターの益々の発展を祈念しています。 

http://www.pref.chiba.lg.jp/byouin/junkan/index.html
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近年、心臓領域におけるカテーテル治療の発展は目覚ましく、狭

心症や心筋梗塞といった冠動脈疾患だけでなく、今まで開胸手術し

か治療法がなかった大動脈弁狭窄症までもがカテーテル治療（ＴＡ

ＶＩ）で根治を望める時代になっています。それに伴い、開胸手術

か、カテーテル治療かの選択など治療方針の決定に、従来のよう

に、患者様を最初に診察する循環器内科医が主になって判断をすることが難しくなってき

ており、ハートチームという概念が提唱されています。さらに、手技の高度化に伴い、医

師やコメディカル間での情報共有、チーム医療が不可欠となっています。 

 そこで、当院は循環器内科医、心臓血管外科医、麻酔科医、臨床工学技師、看護師、放

射線技師といった多科多職種からなる心臓カテーテル治療部を立ち上げ、患者様に最善の

カテーテル治療を提供いたします。 

当センターでは２０１６年２月より心臓カテーテル治療部を発足し、活動を開始し

ました！ 

放射線技師 

循環器内科医 
看護師 

臨床工学技師 

麻酔科医 

心臓血管外科医 

 

きょうさく 

千葉県循環器病センター ＴＥＬ０４３６－８８－３１１１（代表） お問合せ先 
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しょうしゃく 

２０１６年２月１３日（土）に病院局による職員表彰とボランティア表彰が行われ

ました。７年間の活動実績が認められ、ボランティア団体「鶴マイハートの会」が表

彰されました！ 

同日には、県立病院の職員が日々の研究成果を披露する県立病院学術集会が開催さ

れ、当センターの職員が優秀賞を受賞しました！ 

県立病院学術集会で優秀賞を獲得した 

リハビリテーション科児玉技師の発表の様子 

『鶴マイハートの会』の代表として 

表彰されるボランティアの北さん 

○更新により… 
 

① レセプト、カルテ作成時のチェック機能が強化さ 

  れ、より正確な会計、診療が可能となります！ 

 

② 機器性能がアップしたことで業務効率が向上し、 

  患者様の待ち時間が短縮されます！ 

 

③ 損耗の激しかった機器を更新したため、患者様の 

   データの安全性が高まります！ 

２０１６年２月１４日

よりシステムの更新をし

ました！ 



 

 

活動には特別な資格や経験は必要なく、ボランティアさん自身のご都合に合わせ、無理のない範

囲でお願いしています。患者さんのために優しいサポートをしてくださる方のご応募をお待ちし

ております。 

申込／お問い合わせ・・・循環器病センター内 ボランティア実行委員会事務局 

ＴＥＬ：０４３６－８８－３１１１（代） ＦＡＸ:０４３６－８８－３０３２ 

※活動内容等、詳細はホームページをご覧いただくか、実行委員会事務局までお問い合わせください！ 

  ３月  桃花会大多喜支部 

      『ペン字』 

 

  ４月  千葉茂 

      『油彩画』 

 

  ５月  パンフラワー岩月教室 

     『パンフラワー』 

 
センター2階ギャラリーにて展示中です。 

 

 

 

センター・広報誌について 

        ご意見をお寄せください！ 

１階売店横・２階外来・３階～５階の談話ルー

ムにて「ご意見箱」を設置しています。 

●病院について、○○が知りたい、○○が 

 あったらいいな、 

●広報誌について、○○を取り上げて欲しい、 

 ○○はよかったなど、 

 みなさまのご意見をお寄せ下さい。 
            お待ちしております。 

４ 

 

□申込方法 

 ＦＡＸ・郵便又は電話にて住所・氏名・電話番号を 

 記載の上お申し込みください。お申し込みの受け付け

は５月９日より開始予定です。 

□問合せ・申込先 

  〒２９０－０５１２ 市原市鶴舞５７５ 

  千葉県循環器病センター 事務局 
  ＴＥＬ：０４３６－８８－３１１１ ＦＡＸ：０４３６－８８－３０３２ 

 日 時 平成２８年６月１８日（土）【予定】 

    午前１０時００分～ 

 場 所 千葉県循環器病センター 

        ２階 多目的ホール   

 テーマ 糖尿病に関する講演を予定して

います。 

 講 師  加賀谷 浩基 内科医師 

       鈴木 由加   看護師長  

センター職員や病院ボランティアでセンター敷地内のゴミ

拾いや草取りを行います。一般の方の参加も大歓迎です！ 
 

日 時：平成２８年５月６日（金）午後２時～ 
    ※雨天延期。予備日：５月１３日（金） 

場 所：センター入口脇集合 

持ち物：軍手、カマ、ほうき等必要なもの 

 （ごみを入れるビニール袋はセンターで用意します。） 

前回の様子 


